
「スポーツ文化ツーリズムアワード２０１７選考等事業」実施業務 企画公募仕様書 
 
１．事業名称 
「スポーツ文化ツーリズムアワード２０１７選考等事業」実施業務 

 
２．事業趣旨 
スポーツ庁，文化庁及び観光庁（以下「３庁」という。）では，３庁の政策連携による

相乗効果によって，新たに生まれる地域ブランドや日本ブランドを確立・発信し，訪日観

光客の増加や，国内観光活性化を図るため，平成28年3月に包括的連携協定を締結した。 

その具体的な取組として，「スポーツ文化ツーリズムアワード2017」と題して，全国か

らスポーツと文化を融合させた観光活性化に資する取組を公募し，優良事例約10件を選

定・表彰するとともに広報支援等のフォローアップを行うことで，更なるスポーツ文化ツ

ーリズムの振興を促進する。 

本事業においては，優良事例約１０件を選定するための選考会の運営及び優良事業等に

対するフォローアップを行うものである。 

 
３．委託業務内容 
 委託事業者は，文化庁の指示に従い，以下の業務を行う。なお，企画・運営の具体化や

仕様書の定めのない事項については，文化庁と協議の上，決定すること。 
（１） 審査選考会の開催 
（２） 受賞団体（主にチャレンジ部門）に対するフォローアップの実施 

 （３） 報告書の作成 
 （４） 権利処理 
  
４．委託業務内容の詳細及び積算基準 
委託業務内容の詳細及び実施業務にかける必要経費の積算に当たっては，目安として下

表の業務内容・留意事項を参照すること。なお，委託費の総額の範囲内で，各事項の業務

内容や経費は変動する。 
※提案は実現可能性のあるものとすること。 

１．審査選考会の開催 
① マイスター部門，チャレンジ部門の２部門における優良事例約１０件の選定に係る

審査選考会を平成２９年９月～１０月に１回開催すること。 
② 有識者等への謝金及び旅費は委託費に含む（有識者６名は文化庁が指定する）。 
③ 委託事業者は文化庁の指示の下，各種資料を作成するとともに，議事録の作成等を

行う。 
④ その他，審査選考会の開催に係る一切の業務を行うこと。 



２．受賞団体に対するフォローアップ 
① 受賞団体に対しては，当該表彰によって，更にスポーツ文化を融合させた観光モデ 

ルコースとなるよう，選定された取組をブラッシュアップすることが望まれる。そ 
こで，審査選考会における有識者等から出たアドバイスを審査結果とともに通知す 
ること。 

② 「チャレンジ部門」受賞団体から，取組のブラッシュアップに係る相談を受けた有 
識者への謝礼及び旅費の支払いを行うこと（最大で６名）。 

③ その他，チャレンジ部門受賞者に対するフォローアップ方法について企画提案をす 
ること。 

３．権利処理 
① 広報や記録（音声，映像等）を行う際は，著作権や肖像権等の処理をした上で行う 

こと。 
② 広報資料や記録等は，文化庁のホームページや Twitter 等で公開することを想定す 

ること。 

４．報告書の作成 

① 実施内容・結果を総括する報告書（業務成果報告書）の制作，印刷を行う。 
② 報告書には，各種広報資料や開催概要を掲載すること。 
③ 報告書は１０部を納品すること（簡易冊子で可）。 
④ 報告書は CD-ROM にて電子データ（Word 形式）を提出すること。 

 


